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野菜の仲間では珍しい永年性作物
～アスパラガス～

今月の
テーマ

アスパラガスは、植え付け後2年目から収穫が始まり、10年ほど収穫し続けられます。前年からたくわえた太い根株から芽
を出した若茎を食べます。タンパク質、葉酸、ビタミン各種、食物繊維が多く、高血圧予防のルチンも含みます。

トマト

水稲

・深根性で根茎は強大なので、排水が良く耕土の深い土壌が最適です。土づくりをしっかり行いましょう。
・2年目までは株の充実を図り、新芽の刈り取りと茎葉管理を上手に行いましょう。

種まき
種をまく前に、ぬるま湯に一昼夜浸種します。
育苗箱やポットにまくときは、市販の種まき培土を使い、1穴に2～3粒種をまきます。多い本数を育てる場合は、苗床に条間
20㌢間隔にくぼみをつけ、株間15㌢間隔に2～3粒ずつ点まきします。草丈が10㌢位になったら、1カ所1本に間引きます。
間引き後、ポットの場合は化成肥料をひとつまみほど、苗床の場合は50㌘/㎡程度施します。

畑の準備

植え付け

植え付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡を施し、深さ30㌢位までよく耕します。
さらに1週間前には、堆肥1㌔/㎡と化成肥料（畑作名人N:P:K=13:13:13）100㌘/㎡を施しよく耕します。

支柱立て 6月～7月にかけて株の両側に支柱を立てて、苗が倒れないようにヒモなどを張ります。

病害虫防除 梅雨の時期などに茎枯病が発生する場合があります。ひどい場合は薬剤散布で早期防除を心掛けましょう。

冬の管理 12月に入り茎葉が枯れたら地上部の茎葉を刈り取り持ち出して処分します。ここで消毒のため残茎や地表面をバーナーなど
で焼いておくとさらによいです。その後株の周りに堆肥(1株当たりバケツ半分くらい)を施します。

収 穫 4月～5月にかけて伸びてきた若芽を地際から切り取り収穫します。6月に入り、まだ強い芽が出ている間に収穫を打ち切り、
残った芽を成長させ、株に来年の養分を蓄積させましょう。

収穫後の管理 茎は1株に10～12本程度残し、来年のために株を充実させます。一方、収穫が終わってから出る細い茎は地際からはさみで
切って整理します。夏から冬にかけて毎年同じ管理をします。

芽が出始めた時に土寄せをすると芽が白くなります。
家庭菜園ではブリキバケツを被せるだけで簡単に作れます。

追肥･中耕
・土寄せ

植え付け1年目の6月頃には、畝の肩に化成肥料100㌘/㎡を施し、土寄せをします。
植え付け2年目の2～3月頃には、株の両端に20㌢程の溝を掘り、堆肥1㌔/㎡と化成肥料100㌘/㎡を施します。
これ以降は、収穫後と翌年2～3月頃に畝の肩に化成肥料100㌘/㎡を施します。

ポット苗を植え付ける場合、畝幅60～110㌢とし、畝の中央に植穴を掘り、株間50㌢間隔で植え付けます。市販の大苗を植
え付ける場合は、根を放射線状に広げて、埋められる大きさの穴と苗の上部が5㌢程埋まる深さに穴を掘り、根を放射線状に
広げて植え付けます。
植え付け後はたっぷり水やりをします。また、苗が草に負けないようにこまめに除草します。
土の乾燥と株の凍結を防ぐため、籾殻やワラなどを掛けておきます。

　４月になると早生品種の田植えが始まります。栽培期間中に雑草の

発生で苦労しないよう以下のポイントに留意し、除草剤の効果が十

分発揮できるようにしましょう。また、田面に凹凸があったり、水管理

（止水）がしっかりできていないと、除草剤の効果が十分に発揮され

ません。適切なほ場管理ができているかどうか再確認しましょう。

１．代かき作業が不十分だと田面が露出し、除草剤の処理層が作れな
い部分ができます。田面を均一にすることで、除草剤の処理層も均

一となり、除草効果も上がります。また、代かき作業が丁寧だと、水

持ちが良くなるため除草剤の残効も期待できます。ただし、代かき

作業のし過ぎには注意しましょう。

２．除草剤の効果を安定させるため、除草剤散布後少なくとも３～４日
間は水を止め湛水状態（水深５～６㌢）を保ちましょう。

３．除草剤成分が水路や河川などへ流出しないよう、除草剤散布後７
日間は落水・かけ流しをしないようにしましょう。特に、水尻からの漏

れには十分に注意しましょう。水田の水が水田の外に流れると、除

草剤の効果も低下します。

４．あぜにモグラなどの穴や崩れがないかを確認し、あぜ波板や畦畔

シートなどを使って漏水を防ぎましょう。

５．除草剤の使用に当たっては、使用時期、使用量、使用方法、散布後
の水管理などの登録内容を遵守し、適正に使用しましょう。

６．初・中期一発剤を散布しても、ヒエやホタルイなどの発生がある場
合は、対象雑草に効果がある中・後期剤を使用しましょう。

７．近年、晩生品種の中干し後にヒレタゴボウやヒエ類などの難防除雑
草の発生が目立ちます。１～６の基本対策に加え、除草効果が長い

薬剤を選択して発生を防ぎましょう。

　近年は春以降の日射が非常に強く、トマトが必要な日射量
を上回っており、高温による裂果や黄変果などの品質低下、
および萎れによる光合成能力の低下が危惧されています。
そこで、遮光および遮熱塗布材を使用した高温対策を紹介
します。
　以前は、塗布材を、本格的に気温が高くなる４月下旬以降に
塗布する生産者が主でしたが、ここ数年は３月下旬以降から
気温が高くなることがあります。そのため、トマトの摘芯前にか
かわらず、早い時期（３月中旬）から内張カーテンを遮熱として

使用する生産者がみられます。ただ、遮光率の高いカーテンを
使用した場合は、光合成能力の低下による最終段数の開花不
良になります。また、ハウス内で展張するため、熱がこもり、
思ったほどハウス内温度が下がりません。
　一方、天井フイルムに外側から塗布する資材は、遮られた
熱を野外にそのまま放出でき、遮光率も、散布液の濃度で調
整できます。４月下旬までは、塗布材で一定の温度抑制をし、
摘芯後は、塗布材と内張カーテンの併用により強日射、遮熱
に対応することが可能です（図１　表１）。
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図１　５月晴天時の塗布材区と対照区の温度推移
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11：45

調査時間 使用資材

塗布材（Q4White） 28

26

32

34

28

31

カーテン（LSテンパ65 62 D）

Q4White ＋ LSテンパ55 57 D

Q4White ＋ LSテンパ55 57 D

LSテンパ65 62 D

LSテンパ65 62 D

平均温度（℃）区

実証

対照

実証

対照

実証

対照

℃気温実証 ℃気温対照

35

30

25

20

15

10

5

0

遮熱塗布材

図１　５月晴天時の塗布材区と対照区の温度推移
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